
白石市

登別市

海老名市

◎二市からの救援物資
非常食
飲料水
燃料携行缶
毛布
バルーン付
投光器（貸与）

3,700食
7,500本
45缶
150枚

４台
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
て

安
全
・
安
心
を
確
保

地震の前にできたこと、今しませんか
～平成30年北海道胆振東部地震～

心温まる
支援

◎各自主避難所の状況

避難所 最大避
難者数 閉鎖日時

婦人
センター 53人 ９月８日㈯

午前９時35分

鉄南ふれあい
センター 33人 ９月７日㈮

午後３時15分

市民会館 172人 ９月８日㈯
午前10時45分

鷲別公民館 69人 ９月８日㈯
午後２時10分

連
合
町
内
会
の
緊
急
連
絡
網
を
活
用
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

　
非
常
用
発
電
機
な
ど
に
よ
り
、
電
力
を
確
保

し
た
４
カ
所
の
避
難
所
に
は
、
最
大
315
人
が
避

難
し
、
そ
の
中
に
は
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
も

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
外
国
語
を
話
す
こ

と
が
で
き
る
職
員
な
ど
で
対
応
に
当
た
り
ま
し

た
。

迅
速
な
初
動
体
制
を
と
り
、
気
象
庁
な
ど
の
関

係
機
関
か
ら
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
広

報
車
に
よ
り
市
内
を
巡
回
す
る
な
ど
、
被
害
の

把
握
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
速
や
か
に
対
応
を

行
い
ま
し
た
。

　
胆
振
東
部
の
内
陸

を
震
源
地
と
し
た
地

震
の
た
め
、
津
波
の

心
配
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
市
内
全
域
に

発
生
し
て
い
る
停
電

な
ど
の
状
況
か
ら
、

市
内
４
カ
所
（
市
民
会
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

鷲
別
公
民
館
、
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
に

自
主
避
難
所
を
午
前
５
時
30
分
か
ら
開
設
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
広
報
車
や
防
災
メ
ー
ル
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

　
市
は
、
現
在
、
65
の
事
業
所
な
ど
と
防
災
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
災
害
時
に
お
い
て
も
、
協
定
先
の
市

内
の
レ
ン
タ
ル
会
社
や
国
土
交
通
省
北
海
道
開

発
局
な
ど
か
ら
発
電
機
の
提
供
を
受
け
、
各
避

難
所
や
市
内
の
浄
水
場
な
ど
、
電
力
の
供
給
が

必
要
な
公
共
施
設
の
電
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
姉
妹
都
市
の
宮
城
県
白
石
市
・
神
奈

川
県
海
老
名
市
と
登
別
市
は
、
災
害
な
ど
で
被

災
し
た
市
に
対
し
て
、
ほ
か
の
二
市
が
応
援
す

る
『
危
機
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
』
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
登
別
市
と
白
石
市
と
の
歴
史
的
ゆ
か
り
か
ら

始
ま
っ
た
交
流
は
、
平
成
22
年
に
海
老
名
市
も

加
わ
り
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
や
相
互
支
援
関
係
を

築
い
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
７
日
㈮
午
後
６
時
30
分
に
は
、
市
の
要

望
し
た
非
常
食
や
飲
料
水
な
ど
の
救
援
物
資
が
、

フ
ェ
リ
ー
航
路
を
利
用
し
た
両
市
の
職
員
に
よ

り
ト
ラ
ッ
ク
で
届
け
ら
れ
、
そ
の
後
に
は
、
両

市
の
市
民
団
体
な
ど
か
ら
、
寄
付
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
長
き
に
わ
た
る
市
民
同

士
の
交
流
な
ど
に
よ
っ
て
強
ま
っ
た
三
市
の
つ

な
が
り
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
は
、
災
害
時
に
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
と

協
力
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
対
応
し
ま
す
。
し
か
し
、
道
路
が

寸
断
さ
れ
、
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け
つ
け
る
こ
と

▲�防災執務室で初動体制にあ
たる職員（９月６日㈭午前
６時20分ごろ）

が
難
し
い
場
合
や
市
内
全
域
が
被
災
し
、
多
く

の
方
が
支
援
を
待
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、

地
域
で
の
助
け
合
い
が
大
き
な
力
と
な
り
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
９
月
６
日
㈭
、
市
内
全
域
が
停
電
に
見
舞
わ

れ
る
中
、
こ
の
災
害
を
み
ん
な
で
乗
り
切
ろ
う

と
、
市
民
団
体
な
ど
に
よ
る
炊
き
出
し
支
援
に

加
え
、
多
く
の
自
主
防
災
組
織
が
主
体
と
な
っ

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
充
電
サ
ー
ビ
ス

や
避
難
行
動
要
支
援
者
の
見
回
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
を
肌
で
感
じ
、
心
が
癒
や

さ
れ
た
方
も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
震
や
火
災
、
風
水

害
な
ど
の
災
害
時
に
、
地
域
や
住
民
ぐ
る
み
で

防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
に
結
成
さ
れ
る

組
織
で
、
市
内
に
は
、
現
在
、
町
会
、
町
内
会
、

自
治
会
、
地
区
連
合
町
内
会
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
37
の
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対
し
て
、
防
災
訓

練
や
防
災
研
修
な
ど
の
支
援
に
加
え
、
活
動
に

深
夜
に
発
生
し
た『
震
度
５
弱
』

支
え
合
う

地
域
の
人
々
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